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日 時 平成6年･12日17日 (十L)

午後 1時

会 場 有意記念館 2階

Ⅰ, 一 般 演 題

1)術前より血糖管理に難渋した小児 IDDM
の1症例

大橋さとみ 書冨士原秀善 (新潟大学麻酔科う

症例は摘歳,女性.IDDM で,5歳からイソスリン

皮下注を開始.今回,コソトロ-ル不良となり,皮下イ

ソスリソ分解症候群が疑われ イソスりソ腹腔内投与の

リザ-バ-埋め込み術が,予定された.術前より速効塾

イソスリソの持続静脈内投与でも,低血糖,高血糖を繰

り返 していた.麻酔導入はサイアミラ-ル,維持は笑気

-酸素-セポフルレンと1%メピバカインによる硬膜外

麻酔で行った.導入後の採血で著明な低血糖を認めた.

ブ ドウ糖投与で血糖は回復,術中は問題なく,術後の覚

醒も良好だった.本症族群は,イソスリソが皮下組織で

分解され皮下注に抵抗状感となるもので,静脈内投与は

有効であり,本邦では2例の報告がある.本症例では導

入前の血糖測定や患者の注意深い観察が必要であったと

思われる.

2)エチ レングリコール (アイス}ソ@)中毒

本多 忠幸 ･本間 富彦

霊墓智栄嘉 凋 井 勝彦 (震最 戸 民 病 院∋
吉田 和清 (同 腎 ･藤原病科)

ユキレンゲり:--′し･(EG)急性｢い竃C')治額経験を報

告 した,症例は,31才の男性で,分裂病の診断を受けて

いた,隔離宴に入院率,自殺企図をこてアイスノン⑧を約

半分を服用 した.来院時,意識障害と著明な代謝性アシ

ド…シスをきたしていた.EG 申寒の治療としてエタノ-

ル持続投与と鹿渡透析を行った.代謝性アシド-シスは

改善 し,EG の血中濃度もほほOmg/dlとなった. し

201

かし,クレアチニンが上昇 し,非乏尿性急性腎不全を発

症 した.腎不全は,輸液頼法などで改善 し,第17病日渡

に転院 した.ⅠiG 中毒の病態把捉には､txLSeeX岱Sや anion

gapが.有用であ-1ナー_.我々が検索 したところ,7 1'

スノン@による EG 中毒の報告は亨本邦において末だか

ってない,

3)ラ リンジアルマス クに気管支ファイバ-杏
併周 して気管 内挿管 した 3症例

篠田 定平 (新潟大学麻酔科)
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新 しい気道確保の方法としてラリソジアルマスタが広

く用いられており,又挿管困難症例でも比較的容易に気

道確保が可能であるが.頭頚部.口腔内の手術や長時間

の人工呼吸管理には適さないこと,誤喩の可能性や胃管

が挿入 しにくい等欠点も少なくない.-方,最近ではラ

リンジアルマスクに気管支ファイバ-を併用 し気管内挿

管をする方法が報告されている.歯牙異常,頭部皮膚療

痕拘縮,小顎,巨音,窺鮭可動制限等挿管困難が予想さ
れる因子が存在する場合,開口が可能でありラリソジア

ルマスクが挿入できれば気管支ファイバ…を併用するこ

とにより速やかに経口挿管ができる. しかし,巨大な喉

頭蓋等,ラリソジアルマスクの装着性に乏 しい可能性の

ある場合気管支ファイバ-併用による経 口挿管は困難な

ためラリンジアルマスクを適正な位置に矯正するか,そ

の他の気管内挿管の方法を考えたほうが良い.

射 最近の ラ リンジアルマスタの使用経験

- 高か 摘 昌史 (舘 露第二病院)

我利も 1994年春より,従来の標準型とともに reirdorced

ラリソジアルマス夕 闇 後,強化型 LM と記す)を使

用し,非常に着用である感触を得たので若干の考察とと

もに報告する.

強化型 LM の特徴として,① 頭部 ･頚部 ･肩 ･上

腕の手術時に有用である (主に眼科,粒形外科,および

耳鼻科.脳外科の-一部など上 (丑 [:1腔内と咽頭の手術時

漏れや分泌なしで手術可能 (歯科,耳鼻科の一部).(郭


